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広
報
は
や
ま
3
月
号

　
明
治
27
年
に
葉
山
御
用
邸
が
竣
工
さ
れ
て

か
ら
１
１
８
年
。
葉
山
町
は
歴
史
と
文
化
・

芸
術
の
町
、
風
光
明
媚
で
温
暖
な
別
荘
地
と

し
て
日
本
中
に
知
ら
れ
る
町
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
た
び
第
10
代
葉
山
町
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
山
梨
崇
仁
で
す
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
、
葉
山

の
歴
史
と
伝
統
を
、
将
来
へ
よ
り
よ
い
姿
で

受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

と
将
来
の
葉
山
の
た
め
に
、
粉
骨
砕

身
、
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
は
、
都
市
部
や
交
通

利
便
性
の
高
い
地
域
へ
の
移
住
で
、

三
浦
半
島
で
も
、
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
葉
山
町
は
わ

ず
か
な
が
ら
転
入
さ
れ
る
方
が
多

く
、人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
で
す
。

ま
た
、
高
齢
化
率
が
高
い
地
域
で
あ

り
な
が
ら
も
、
医
療
費
は
他
の
町
に

比
べ
て
低
く
、
い
か
に
元
気
な
ご
高

齢
の
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　
美
し
い
大
自
然
に
包
ま
れ
、
健
康

で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
。
そ
こ

に
息
づ
く
温
か
い
人
々
の
心
。
そ
れ

が
葉
山
の
魅
力
で
す
。
そ
し
て
、
先

の
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
そ
の
温

か
い
心
の
絆
、地
域
の
つ
な
が
り
が
、

い
ま
の
葉
山
町
の
根
幹
を
支
え
て
い

る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
こ

そ
が
、
将
来
へ
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
大
切
な
葉
山
の
財
産
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
私
に
は
、
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
最
先

端
の
科
学
技
術
と
、
伝
統
的
な
古
き
良
き
街

並
み
の
融
合
す
る
町
と
し
て
、
葉
山
町
が
日

本
中
に
誇
れ
る
第
二
の
財
産
を
創
造
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
や
知
的
産
業
の
町
と
し
て
、
自
然
と
共
生

す
る
「
静
か
な
産
業
」
の
エ
コ
タ
ウ
ン
。
例

え
ば
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０
％
の
町
。
電
柱
の
な

い
、
電
柱
の
見
え
な
い
景
観
の
町
。
こ
れ
が

私
の
将
来
の
葉
山
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
、
多
く
の
葉
山
町

民
の
皆
様
に
、「
葉
山
が
変
わ
っ
た
」
と
い

う
一
時
の
姿
で
は
な
く
、「
変
わ
り
続
け
る
」

と
い
う
継
続
の
姿
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
に

よ
り
、
政
治
家
と
し
て
の
夢
に
向
っ
て
、
終

わ
る
こ
と
の
な
い
改
革
へ
の
挑
戦
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
４
項
目
12
点
の
政
策
を
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
、
皆
様
か
ら
町
長
と
し
て
の
信
託

を
受
け
ま
し
た
。
防
災
対
策
や
ご
み
問
題
、

下
水
道
問
題
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る

葉
山
町
行
政
で
す
が
、
財
政
状
況
は
厳
し
く
、

町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
　

　
例
え
ば
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
。
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
整
備
は
、
緊
要
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
災
害
時
の
避
難
や
事
前
の
対

策
に
は
、
や
は
り
地
域
を
知
る
、
地
域
に
お

住
ま
い
の
皆
様
の
見
識
な
く
し
て
最
善
の
方

策
は
見
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
際
に
は
、

な
に
と
ぞ
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
す
べ
て
の
基
盤
と
な

る
行
政
、
つ
ま
り
、
町
役
場
が
皆
様
の
そ
ば

に
寄
り
添
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
町
民

の
皆
様
の
想
い
は
何
か
、
お
客
様
目
線
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
常
に
考
え
、
そ
の
先
を
提

案
で
き
る
仕
事
を
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

職
員
の
研
修
、
教
育
に
よ
る
人
づ
く
り
で
、

役
場
の
職
員
が
考
え
、
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
、
目
的
と
意
思
疎
通
の
明
確
な
組
織
に
つ

く
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
私
は
、
行
政
の
仕
事
を
通
じ
て
「
と
も
に

ま
ち
を
つ
く
る
」
と
い
う
想
い
を
、
町
民
の

皆
様
と
共
有
し
、
実
感
し
て
い
け
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
葉
山
町
に
ご
期
待

い
た
だ
く
皆
様
の
想
い
を
常
に
背
負
い
、
決

し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
信
念
の
も
と
、
と

も
に
新
し
い
時
代
を
築
い
て
い
く
一
つ
の
力

と
し
て
、
末
永
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲　第 27 回葉山町民駅伝大会にて
（写真は葉山町陸上競技協会提供）
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お
知
ら
せ

葉
山
町
農
産
物
品
評
会

表
彰
コ
�
ナ
�

表
彰
コ
�
ナ
�

1
月
�
2
月
に
�
次
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
�

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
�
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

永
年
勤
続
者
・
技
能
功
労
者
・

優
秀
技
能
者
・
優
良
小
売
店
舗
表
彰

　
昨
年
夏
以
降
の
気
温
は
高
め
で
推
移
し
、

９
月
に
は
台
風
の
大
雨
、
強
風
の
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
12
月
か
ら
は
一
転
し
て
、
雨
が

神
奈
川
県
知
事
賞

　
永
津
　
勝
司
　（
長
ネ
ギ
）

葉
山
町
長
賞

　
鈴
木
　
由
美
子
　（
夏
み
か
ん
）　

よ
こ
す
か
葉
山
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　
鈴
木
　
惠
子
　（
梅
ジ
ャ
ム
）　
　

葉
山
町
議
会
議
長
賞

　
石
井
　
京
子
　（
大
根
）　
　

葉
山
町
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
三
留
　
宏
子
　（
三
浦
大
根
）

横
須
賀
三
浦
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

　
永
津
　
和
良
　（
夏
み
か
ん
）　
　

神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞
　

　
永
津
　
勝
司
　（
白
菜
）　
　

葉
山
町
朝
市
農
産
物
加
工
振
興
会
会
長
賞

　
永
津
　
幸
江
　（
味
噌
）

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
　
☎
内
線
3
7
2

　
１
月
26
日
、
町
商
工
会
館
で
平
成
23
年
度

の
永
年
勤
続
者
・
技
能
功
労
者
・
優
秀
技
能

者
・
優
良
小
売
店
舗
表
彰
の
表
彰
式
が
あ
り

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
者
表
彰

　
山
嵜
　
宣
幸
　
葉
山
観
光
開
発
㈱

技
能
功
労
者
表
彰

　
三
留
　
知
一
　
㈱
三
留
モ
ー
タ
ー
商
会

　
常
磐
　
正
彦
　
㈲
ガ
レ
ー
ジ
・
ボ
ー
イ

優
秀
技
能
者
表
彰

　
長
谷
川
　
正
治
　
㈲
長
谷
川
材
木
店

　
鈴
木
　
正
博
　
バ
ン
カ
ー
ズ

優
良
小
売
店
舗
表
彰

　
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ミ
ラ
マ
ー
ル

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
　
☎
内
線
３
７
２

降
ら
ず
気
温
も
低
く
な
り
、
野
菜
の
生
育
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
栽
培
条
件
の

中
、
野
菜
や
果
物
、
加
工
品
な
ど
２
０
４
点

の
出
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
13
日
に
即
売

を
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
し
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。
　

受
賞
者
（
敬
称
略
）
と
受
賞
品
目

統
計
功
績
者
表
彰

　
２
月
４
日
、神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
平
成
23
年
度
神
奈
川
県
統
計
功
績
者
表
彰
式
」

が
あ
り
ま
し
た
。
統
計
功
績
者
表
彰
は
、
国
勢

調
査
な
ど
各
省
庁
が
実
施
す
る
統
計
調
査
に
長

年
に
わ
た
り
指
導
員
や
調
査
員
と
し
て
従
事
さ

れ
、
功
績
の
あ
っ
た
方
が
各
大
臣
や
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
葉
山
町
か
ら
は
次
の

方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

総
務
大
臣
表
彰

　
青
栁
　
幸
子
　

　
深
町
　
長
子

　
行
谷
　
經
子
　

　
梶
山
　
淑
子

神
奈
川
県
知
事
表
彰

　
荒
井
　
八
千
代

問
合
せ
　
企
画
調
整
課
　
☎
内
線
３
３
２

▲表彰式参加者（左から荒井さん、
青栁さん、深町さん、行谷さん、梶山さん）
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全
国
の
火
災
件
数
・
出
火
原
因

　
平
成
22
年
中
の
全
国
の
総
出
火
件
数
は
4

万
6,
6
2
0
件
と
前
年
に
比
べ
4,
5
1
9

件（
8
・
8
㌫
）減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

1
日
当
た
り
1
2
8
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
建
物
火
災
は
2
万

7,
1
3
7
件（
58
・
2
㌫
）で
す
。

　
ま
た
、
失
火
に
よ
る
火
災
は
3
万
4
1
5

件
（
全
体
の
65
・
2
㌫
）
で
、
多
く
は
火
気

取
扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
出
火
原
因
別
に
み
る
と
、
放
火
が
5,
6
1
2

件
で
最
も
多
く
、
こ
ん
ろ（
4,
6
9
4
件
）、

た
ば
こ（
4,
4
7
5
件
）の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
の
63
・
3
㌫
に

当
た
る
2,
9
7
0
件
が
消
し
忘
れ
、
た
ば
こ

に
よ
る
火
災
の
57・3
㌫
に
当
た
る
2,
5
6
5

件
が
不
適
当
な
場
所
へ
の
放
置
に
よ
る
も
の

で
、
日
頃
の
不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
状
況

　
平
成
22
年
中
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数

は
1,
3
1
4
人
で
、
建
物
用
途
別
に
み
る

と
、
住
宅
（
一
般
住
宅
、
共
同
住
宅
、
併
用

住
宅
）
で
の
死
者
は
1,
1
8
6
人
で
建
物

火
災
に
よ
る
死
者
の
90
・
3
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。
死
因
別
は
一
酸
化
炭
素
中
毒
・
窒
息

に
よ
る
死
者
が
5
4
1
人（
41
・
2
㌫
）で
最

も
多
く
、
次
に
火
傷
に
よ
る
死
者
が
4
4
0

人（
33
・
5
㌫
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
状
況

　
平
成
16
年
の
消
防
法
改
正
で
、
全
て
の
住
宅

を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
、
平
成
23
年
6
月
1
日
時
点
で
の
推

進
設
置
率
は
全
国
で
約
71・1
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
22
年
中
の
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数（
放
火
自
殺
者
等
を
除
く
）は

1,
0
2
2
人
と
前
年
1,
0
2
3
人
と
の
比
較

は
横
ば
い
で
あ
っ
た
も
の
の
、
1,
2
2
0
人

を
記
録
し
た
平
成
17
年
以
降
か
ら
は
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
時
間
帯
別
に
み
る
と
、
22
時
か
ら
翌

朝
6
時
ま
で
の
時
間
帯
の
平
均
は
1
1
1
・
3

人
で
、
全
時
間
帯
の
平
均
82
・
6
人
の
1
・
3

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
死
に
至
っ
た
経
過
の
発

生
状
況
は
、
逃
げ
遅
れ
が
6
0
4
人
（
全
体
の

59
・
1
㌫
）
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ないで　もう一度』

季全国火災予防運動です

出火件数
46,620件
出火件数
46,620件

不明
5,635件
（12.1㌫）

不明
5,635件
（12.1㌫）

放火・
放火の疑い
9,551件
（20.5㌫）

放火・
放火の疑い
9,551件
（20.5㌫）

失火
30,415件
（65.2㌫）

失火
30,415件
（65.2㌫）

天災
299件（0.6㌫）

天災
299件（0.6㌫）自然発火・再燃

720件（1.5㌫）
自然発火・再燃
720件（1.5㌫）

～出火原因別件数～

　
居
住
者
が
２
階
で
就
寝
中
、
１
階
居

間
に
設
置
し
て
い
た
住
警
器
の
鳴
動
に

気
付
い
た
。
階
段
を
下
り
居
間
の
戸
を

開
け
た
と
こ
ろ
、
煙
が
噴
出
し
た
た
め
、

直
ち
に
就
寝
中
の
家
族
に
火
災
を
知
ら

せ
、
水
道
ホ
ー
ス
を
使
用
し
て
初
期
消

火
を
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
に
１

１
９
番
通
報
を
依
頼
し
た
。

　
平
成
23
年
6
月
1
日
よ
り
義
務
化
が
始

ま
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
必
要

で
す
。
住
宅
火
災
の
死
者
数
の
半
数
以
上

が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
火
災
の
早

期
発
見
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、
大
切
な

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部

　
　
　
　☎
８
７
６
―
０
１
１
９

　
　
　
　
内
線
３
２
３

住宅用火災警報器の設置義務化が始まっています

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
奏
功
事
例
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お
知
ら
せ 『消したはず 決めつけ

3月 1日から7日は春
全国統一防火標語

放
火
を
防
ご
う
！

・  

郵
便
受
け
の
新
聞
や
ち
ら
し
、
洗
濯
物
は

屋
内
に
取
り
込
む
。

・  

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た

日
の
朝
に
出
す
。

・  

自
転
車
、
自
動
車
カ

バ
ー
は
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

・  

掲
示
板
は
不
燃
の
も
の
を
使
用
し
、
張
り

紙
を
常
に
整
理
整
頓
す
る
。

・  

死
角
と
な
り
や
す
い
ト
イ
レ
、バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
、
階
段
等
の

可
燃
物
を
整
理

整
頓
し
、
不
用

品
を
除
去
す

る
。

・  

使
用
し
な
い
箇

所
は
施
錠
す
る
。

・  

従
業
員
に
対
し
て
防
火
指
導
を
行
う
。

・  

校
門
な
ど
の
出
入
り
口
は
、
必
ず
施
錠
す

る
。

・  
巡
回
警
備
を
行
う
。

・  
敷
地
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
可
燃
物
等
を

整
理
整
頓
し
、
不
用
品
を
除
去
す
る
。

・  

空
き
教
室
は
施
錠
す
る
。

・  

地
域
住
民
、
P
T
A
、
自
治
会
等
と
の
協

力
体
制
を
強
化
す
る
。

　
放
火
は
毎
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
放
火

は
自
分
自
身
が
い
く
ら
注
意
や
警
戒
を
し
て
い

て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
放

火
さ
れ
な
い
」「
放
火
さ
せ
な
い
」
環
境
を
作
る

こ
と
で
放
火
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ

せ
な
い
」
の
も
予
防
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

町
民
み
ん
な
で
放
火
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　
　

・  

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
ず
、

整
理
整
頓
す
る
。

・  
郵
便
受
け
の
新

聞
や
ち
ら
し
、

洗
濯
物
は
屋
内

に
取
り
込
む
。

・  

ゴ
ミ
は
決
め
ら

れ
た
日
の
朝
に
出
す
。

・  

門
扉
、
通
用
口
、
車
庫
、
物
置
等
の
ド
ア

は
必
ず
施
錠
す
る
。

・  

照
明
器
具
な
ど
で
、
夜
間
も
家
の
周
囲
を

明
る
く
す
る
。

・  

自
転
車
、
自
動
車
カ
バ
ー
は
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

・  

廊
下
、
ホ
ー
ル
等
の
共
用
部
分
に
可
燃
物

を
置
か
な
い
よ
う
管
理
を
徹
底
す
る
。

『
一
戸
建
て
住
宅
の
放
火
対
策
』

『
共
同
住
宅
の
放
火
対
策
』

『
学
校
の
放
火
対
策
』

『
店
舗
の
放
火
対
策
』

山
火
事
に
注
意
！

　
例
年
、
林
野
火
災
は
春
先
を
中
心
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
降
水

量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く
こ

の
時
期
に
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
入
山
者
が
増
加
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
林
野
火
災
の
原
因
は
、
た
ば
こ
、
た
き
火

や
火
入
れ
な
ど
の
人
的
要
因
が
圧
倒
的
に
多

く
、
消
火
に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
こ
と
か

ら
、
出
火
防
止
の
徹
底
が
重
要
で
す
。

〜
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
は
〜

・  

火
気
等
を
使
用
す
る
際
は
そ
の
場
を
離
れ

ず
、使
用
後
は
完
全
に
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

・  

た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、
投

げ
捨
て
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


